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第9回「街並みの美学」 トラベルスカラシップ

曼荼羅楼船亭：浅草と共に生きてきた失う事のできない演芸文化、そして変わりゆく街の中で、“笑い”という現象によ
り、人間性を重視した都市の実現を目的とした棟を設計します。敷地は浅草駅周辺の隅田川の畔、真っ赤な吾妻橋、さ
くらの公園、目の前にはスカイツリーがそびえるこの地に落語の寄席をつくります。浅草に広がる演芸場と連携し、稽古
場やコミュニティスペースを一般公開し、街の広告塔となる拠点をつくります。まず、浅草の断片プロットを行い、集めら
れた歴史のエレメントを内部と対応させながら移植していき、落語のもつストーリー展開に合わせて平面を７階まで積層
させます。全く性質の違うストーリーが、緩やかにつながる巨大なヴォイド（ゼロの舞台）によって一つのストーリーとして
語られます。近代的ビルの隙間からひょっこりと飛び出た小さな太鼓場からこのストーリーは始まります。

都市の構成原理からみる外郭形成論ー表層研究による都市の枠組みー
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第9回「街並みの美学」 トラベルスカラシップ

タイトル：福良が踊り出す
概要：淡路島の南にある小さなまち、福良。2013年夏、私はこの地に１ヶ月滞在し、人、街並、文化、風土―魅力溢れるこ
のまちが大好きになった。しかし福良は過疎高齢化によって伝統が薄れ活気が失われつつあり、訪れる観光客も福良の
魅力に気付かない。そこで私が感じた福良の２つの魅力『祭り』『風景』が溢れ出すような建築を提案する。福良の町に呼
応しながら新たな風景を作り出し、この建築をきっかけとして地域住人、観光客が交流することで福良の活性化へと繋げ
る。 祭り、観光、人々を巻き込み、福良が踊り出す。

テーマ：自然環境と共生する建築
気候変動という環境問題を目の前にして、これからは自然環境と共生する建築や暮らしを進めていかねばならないと考え
る。白夜とカーモスという自然環境と共生し続けてきたフィンランドから建築構成やライフスタイルを学び取り、持続可能な
都市と建築の未来を考えていくきっかけとしていきたい。
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第9回「街並みの美学」 トラベルスカラシップ

「境界のキヌア」
丘陵に開発されたニュータウンと隣接する集落。
20 年前に新興戸建住宅地が開発されたことで、集落の土地は歯抜け状態になってしまった。
そして今、地域全体に衰退の波が押し寄せようとしている。
郊外は衰退から逃れるのではなく、自然に還ることで場所として有効に扱うべきである。
そこで、植栽し緑地に戻すだけではない、この地域独自の縮退を考えたい。
地域は居住地から農業を体験するための「テーマパーク」へとシフトしながら縮退していく。
ソフトとしての「キヌア栽培」とハードとしての「木組み」のシステムを地域に導入し、
第１次産業の活性化を図り小さな経済圏を確立しながら、独自の縮退を図る。

「建築としての橋と都市のふるまい」イタリア・フランス
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都市に住む　　都心部における低層集合住宅の提案

住宅の表出から見る街並み　ベトナム（ハノイ）、インド（ムンバイ）、フィリピン（マニラ）


